
JFA第49回全日本U－12サッカー選手権大会

1. 趣旨

２. 名称
JFA 第49回全日本U-12サッカー選手権大会　岐阜県大会

３. 主催
公益財団法人日本サッカー協会
公益財団法人日本スポーツ協会 日本スポーツ少年団
読売新聞社
一般財団法人　岐阜県サッカー協会

４. 主管
一般財団法人　岐阜県サッカー協会　４種委員会 ●岐阜地区ｻｯｶｰ協会４種委員会　(決勝ラウンド）
●岐阜地区ｻｯｶｰ協会４種委員会　(第１ラウンド） ●東濃地区ｻｯｶｰ協会４種委員会　(第１ラウンド）

５. 後援
 日本テレビ放送網、中京テレビ ／ 報知新聞社

６. 特別協賛

７. 協賛
YKK／花王／日清オイリオグループ ／ ゼビオ／日本マクドナルド／Hyundai Mobility Japan

８. 開催協力
モルテン

９. 競技役員
□ 大会委員長 池田　卓也 （一般財団法人岐阜県ｻｯｶｰ協会専務理事）
□ 競技委員長 今井　豊 （一般財団法人岐阜県ｻｯｶｰ協会４種委員長）
□ 規律委員長 山本  一彦 （一般財団法人岐阜県ｻｯｶｰ協会４種副委員長）
□ 副競技委員長 庄司　徹 （一般財団法人岐阜県サッカー協会４種競技部長）
□ 競技委員 山本　浩 髙木　健一 松葉　浩一 田中　友幸 狩野高広

中川　勝也 小野木　正勝 山本　武　　 清水　潔
木戸脇　弘 渋谷　康充 村田　祐規

（一般財団法人岐阜県ｻｯｶｰ協会４種委員）
□ 審判委員長 正村　浩一　 （一般財団法人岐阜県サッカー協会４種審判部長）
□ 審判委員 出場チーム帯同審判員（ﾗｳﾝﾄﾞ16・準々決勝）、岐阜地区4種審判部員（決勝ﾗｳﾝﾄﾞ）
□ 委　　　員 岐阜・東濃地区4種競技部員

10. 日程（開催期間）・会場
●ブロック大会（地区大会） （会　場）
・ 岐阜地区決勝大会：10月18日（土）～ 11月 3日（月） 岐阜市長良川多目的グランド他
・ 中濃地区決勝大会：10月 4日（土）～ 11月 3日（月） 関市中池多目的グランド他
・ 西濃地区決勝大会：10月11日（土）～ 10月13日（月） 大垣市浅中多目的公園他
・ 東濃地区決勝大会：10月26日（日）～ 11月 2日（日） 中津川市中津川公園多目的G他
・ 飛騨地区決勝大会： 9月  7日（日）～  9月13日（土） 黒内グランド
● 岐阜県　決勝大会（中央大会）
① ラウンド１６・準々決勝 2025年11月15日（土）、16日（日）

・ 東濃地区会場 多治見市TYK競技場（旧、星ケ台競技場） 2025年11月15日（土）
（A/B/C/D） 多治見市星ケ台３丁目19番地  TEL   0572-22-2564

・ 岐阜地区会場 新日本ガス球技メドウ(旧、長良川球技メドウ） 2025年11月16日（日）
（E/F/G/H） 岐阜市長良福光青襖2070-7大野2675-28　　　TEL　058-295-4463

※ 監督・審判会議は各会場 9：00～ 大会本部にて(メドウは会議室にて）
※ 今年度は1次ラウンドが２会場となるため開会式は行いません。

岐阜県大会 実施要項

日本の将来をになう少年たちのサッカーへの興味・関心を深め、サッカーの技術、理解を

向上させると同時にサッカーを通じて心身を鍛え、リスペクトの精神を養い、クリエイティブで

たくましい人間の育成を目指し、その研修の場として本大会を開催する。
将来に向けて大きく成長するための準備として、この年代にふさわしいゲーム環境を提供することにより、育成
年代で年代に応じた豊かな経験を積み重ねる中で自ら成長していくことのできるようサポートする。子供たちや
周囲の大人がサッカースポーツの素晴らしさに触れ、生涯にわたって
楽しみ、関わっていけるよう、文化として醸成していくことを目指す。
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② 決勝ラウンド（準決勝・決勝） 2025年　11月　22日（土）
・ 岐阜地区会場 新日本ガス球技メドウ(旧、長良川球技メドウ）

（I/J/K/L勝者））岐阜市長良福光青襖2070-7大野2675-28　　
TEL　058-295-4463

※ 監督・会場　8：15～ 会議室にて行います。
※ 閉会式　13：00～ （変更あり）

● 全国　決勝大会 2025年　12月　26日（金）～ 12月　29日（日）
・ 鹿児島県鹿児島市　白波スタジアム、鴨池補助競技場、ふれあいスポーツランド
※ 代表者会議 2025年　12月　 6日（木） 鹿児島市民文化ホール
※ 開会式 2025年　12月　25日（木） 鹿児島市民文化ホール
※ 組合せ 2025年　12月　 6日（木）発表します。

11. 参加資格
（1） 「参加チーム」は大会実施年度に日本サッカー協会（以下「本協会」第４種に加盟登録

したチーム（以下「加盟チーム」であること（準加盟チームを含む）。
（2） 上記「参加チーム」の構成は、単一「加盟チーム」に限られ、その「加盟チーム」は

年間を通じて継続的に活動していること。
（3） 「参加選手」は、上記「加盟チーム」に所属する選手であること。
（4） ブロック大会から岐阜県「決勝大会」かつ全国「決勝大会」に至るまで同一「参加選手」

が異なる「加盟チーム」への移籍後、再び参加することはできない。
（5） 女子選手については、（クラブ申請を承認された）同一クラブ内の他の「加盟チーム」

から参加させることも可能とする。
（6） 岐阜県決勝大会への「参加チーム」及び「参加選手」はブロック大会において地区代表

となり、地区４種委員長から出場資格証明を得たチーム・選手とする。
（7） 全国　決勝大会への「参加チーム」及び「参加選手」は岐阜県大会において優勝した

チーム・選手とする。当該チームの岐阜県大会での登録数が２０名に満たない場合は、
加盟チーム内選手から２０名を上限として補充することができる。

（8） 「参加チーム」はU-１２リーグに参加していること。
（9） 引率指導者は「参加チーム」を掌握指導する責任ある指導者であること。またベンチ入り

するチーム役員の内１名以上が本協会公認指導者ライセンス（D級コーチライセンス以上）
を有すること。（※他チームとの重複は認めない）

（10） 「参加選手」は必ずスポーツ安全傷害保険に加入していること。加入のない選手は参加
できない。

（11） 「参加選手」は健康であり、且つ保護者の同意を得ること。

12. 参加チームとその数
参加チームは、以下により選出された１６チームにて行う。
・ 岐阜地区決勝大会：１位～７位のチーム [７チーム]
・ 中濃地区決勝大会：１位～３位のチーム [３チーム]
・ 西濃地区決勝大会：１位～３位のチーム [３チーム]
・ 東濃地区決勝大会：１位・２位のチーム [２チーム]
・ 飛騨地区決勝大会：１位のチーム [１チーム]

計 １６チーム
※ 単一「加盟チーム」から２チームが出場しても構わない。

13. 大会形式
出場１６チームによるノックアウト方式にて優勝以下第３位までを決定する。

14. 競技規則
公益財団法人日本サッカー協会「サッカー競技規則2024・2025年度版」及び
「８人制サッカー競技規則」による。

15. 競技会規定
以下の項目については本大会の規定を定める。

（1） 競技のフィールド
サイズは以下の通りとする。
・ フィールドの大きさ： 長さ（ﾀｯﾁﾗｲﾝ）68ｍ × 幅（ｺﾞｰﾙﾗｲﾝ）50ｍ
・ ペナルティーエリア： 12 ｍ ・ ゴールエリア： 4 ｍ
・ ペナルティーマーク： 8 ｍ ・ センターサークルの半径： 7 ｍ
・ ペナルティーアークの半径： 7 ｍ

（2） ボール



試合球はアディダス社製「コネクト25プロキッズ（ADF400・4号球）」が今年の高式球です。
また、準決勝および決勝はマルチボールシステムを採用する。

（3） 競技者の数
競技者の数：８名（８名に満たない場合は試合を行わず、得点を0-5として敗戦したもの
とみなす。試合中に怪我等による人数不足により８名に満たなくなった場合には、
そのまま続行し６名まで可とする。
交代要員の数：８名以内（選手と明確になるようビブスを2色以上準備すること。）
交代を行うことができる数：制限なし（交代して退いた競技者は交代要員となり、再び
出場することができる。）

（4） ベンチ入りするチーム役員の数：２名以上４名以下
（これに反した場合には、チーム役員に対し大会規律委員会より懲罰を科す。）
尚、１名以上が本協会公認指導者ライセンス（D級コーチライセンス以上）を有すること。

（5） 審判員
・ 1人の主審(3級以上）と1人の第４審判員が指名される。
・ ラウンド１６と準々決勝は出場チームにおいて帯同審判員（3級以上）にて行われる。
・ 決勝ラウンド（準決勝・決勝）は岐阜地区４種審判部員と県４種審判部において行われる。
・ 審判員は必ず大会審判部において審判登録を行うこと。審判証（写真付）の提示確認有り。
※ ワッペン（レフェリー・リスペクトフェアプレイ）を取付けること。
※ グリーンカード制度を導入する。グリーンカードを携帯し使用のこと。

（6） テクニカルエリア：設置する。
戦術的指示はテクニカルエリア内からその都度ただ１人の引率指導者が伝えることができる｡

（7） 競技者の用具・ユニフォーム
① 本協会のユニフォーム規定に基づいたユニフォームを使用しなければならない。
② Jクラブ傘下のチームについては、公益社団法人日本プロサッカーリーグ（Jリーグ）の

ユニフォーム要項に認められたユニフォームであれば使用を認められる。ただし一部でも
使用が異なる場合は認められない。ユニフォームへの広告表示については本号⑧に準じる。

③ 広告の掲示：②のJクラブ以外のチームにおいてはユニフォーム規定第6条・7条・8条に
基づき様式や制限を確認し承認の手続きを行い岐阜県サッカー協会及び本協会の承認を
得ること。（各地区の4種委員長の承認も得ること）

　 ④ ユニフォーム（シャツ・ショーツ・ソックス）については正の他に副として、正と色彩が
異なり判別しやすいユニフォームをFP・GKそれぞれ2色（計4色）を用意する。
（GKのパンツ、ソックスはＦＰと同色でもよいものとする）
参加選手出場資格証明書（兼メンバー表）にユニフォーム登録されているものを使用すること。

⑤ シャツの前面・背面には参加選手出場資格証明書に登録した選手番号を付けること。
ショーツの選手番号については付けることが望ましい。

⑥ 選手番号については参加選手ごとに大会に登録されたものを使用する。
（FPがGKになるなる場合はユニホームの着回しはＯKとする）

⑦ ユニフォームの色、選手番号の申込み締め切り日以後の変更は認めない。
⑧ ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場合、

ソックスと同色でなくても良い。
⑨ アンダーシャツの色は問わない。ただしチーム内で同色のものを着用する
⑩ アンダーショーツおよびタイツの色は問わない。ただしチーム内で同色のものを着用する。

（8） 試合時間
① 試合時間は４０分（前後半各２０分）とする。

ハーフタイムのインターバル（前半終了から後半開始まで）：原則１０分間
② 規定の時間内に勝敗が決しない時場合
・ ラウンド１６・準々決勝：ペナルティキック方式により勝利チームを決定する。

（３名にて行い、その後はサドンデス）
・ 決勝ラウンド： １０分間（前後半各５分）の延長戦を行い、なお決しない場合は

（準決勝・決勝） ペナルティキック方式により勝利チームを決定する。
（３名にて行いその後はサドンデス）

※ 延長戦に入る前のインターバル：原則５分間
※ ペナルティキック方式に入る前のインターバル：原則5分間
③ アディショナルタイムの表示：行わない。



（9） 交代の手続き
① 交代して退く競技者は、交代ゾーンからフィールドの外に出る。
② 交代要員は、交代ゾーンからフィールドに入り、競技者となる。
③ 交代は、ボールがインプレー中、アウトオブプレー中にかかわらず行うことができる。
④ 交代は、主審、補助審判の承認を得る必要はない。
⑤ ゴールキーパーは、事前に主審に通知した上で、試合の停止中に入れ替わることができる。
※ 交代で退く競技者が負傷している場合は、主審の承認を得た上でどこからフィールドを離れてもよい。

（10） 負傷者の対応
主審が認めた場合のみ、最大２名ピッチへの入場を許可される。

16. 懲罰
① 本大会は、本協会「懲罰規程」に則り、大会規律委員会を設ける。
② 本大会期間中に警告を2回受けた選手は、本大会の次の1試合に出場できない。
③ 本大会において退場を命じられた選手は、自動的に次の1試合に出場できず、

それ以降の処置については大会規律委員会において決定する。
④ 競技者が退場を命じられた場合は、その競技者のチームは交代要員の中から

競技者を補充することができる。主審は競技者が補充されようとしている間は、
試合を停止する。

⑤ 本協会諸規程および本記載事項にない事例に関しては、大会規律委員会にて決定する。
⑥ 決勝大会（全国大会）と本大会（岐阜県大会）は懲罰規定上同一競技会とみなし、本大会

終了時点で退場・退席による未消化の出場停止処分は、決勝大会において順次消化する。

17. 大会参加申込
① エントリーはチームあたり26名（役員６名・選手20名）を最大とする。

（役員詳細：代表１名・連絡者１名・監督１名・コーチ３名）
② 「参加チーム」は必要事項を入力の上、大会出場選手資格証明書（兼　メンバー表）を

所属地区４種委員長に提出し承認を得ること。各地区委員長は地区代表が決定次第
岐阜県4種委員会（総務部）と岐阜県4種委員会(競技部)宛てにお送り下さい。

* （日本協会登録書（選手証）も同時に送って下さい）
* （試合登録は16名とする、以外の選手は抹消線を入れる）

③ 申込期限：２０25年11月07日（木）１５：００
④ 申し込み後の選手の変更は原則認めない。ただし役員の変更は11月13日（水）15:00

まで認める。この際、大会プログラムの登録者と相違があることは了承のこと。
その場合は所属地区４種委員長を通じ4種委員会(競技部)宛てにお送り下さい。

18. 個人情報、及び肖像権の取扱いについて
（1） 大会参加申込みにかかる主催者及び主管団体が取得した各種個人情報については，
　　個人情報保護の観点から  適正に扱うものとする。
　　また，取得した個人情報については，大会 の参加資格審査・大会運営上必要な
　　プログラム 編成及び作成・大会結果掲載にかかわること （掲示板・ホームページ・
　　大会報告書・報道関係への提供等），その他大会運営及 び 大会開催に必要な連絡等に
　　のみ使用する。
（2） 大会結果（記録）については，上記（1）で定めた個人情報とともに，主催者及び
　　主管団体を通じた公開，大会関係機関 団体及び報道機関等による放送・新聞・雑誌
　　及び関連ホームページ 等への掲載，次回以降の大会プログラムへの掲載等で
　　公表することがある。
（3） 広報のために大会関係機関・団体またはこれらに認められた報道機関等によって
　　撮影された写真，映像が新聞・雑誌・報告書及び関連ホームページ，SNS，インター
　　ネットによって配信されることがある。自身の写り込んだ写真・動画の使用を希望
　　しない場合について，参加 者は予め主催者まで申し出ることとする。
（4） 大会参加申込みとして出場資格証明書、プライバシーポリシーを提出した時点で，
　　上記取り扱いに関する承諾を得たものとして対応する。
　　また，各種大会運営関係者（役員・委員・補助員・関係機関・大会 に関する者等）
　　については，上記取り扱いに関する承諾を得たものとして対応する。
（5）プライバシーポリシー同意書（チーム用）を当日、大会本部に提出して下さい。

19. 参加料
￥１０，０００ （大会前に振込み）

20. 組み合わせ
年度初め各地区委員長の抽選にて決定。



21. 選手証
選手証は、写真が添付されている（顔が認識できるもの）その実施年度の選手証を
何時でも提出出来る事。

22. 表彰
優勝チームには賞状、トロフィー、代表証
準優勝には賞状、・第３位チーム賞状、敢闘賞、賞状
その他、・努力賞・トロフィーを授与する。
＊優勝チームには激励金として4種員会より３万円支給する。
＊県協会より、メダル（Ⅰ，2，3位）

23. その他
（1） 飲水タイム及びクーリングブレイク

地域のごとでの気温・湿度に応じて採用する。会場にWBGT計を準備し、計測した数値により
対策を講じる。本協会（2016年3月10日通達）の熱中症対策ガイドラインに基づき実施または
中止・延期をする。JFAの指針・通達事項を参照のこと。

（2） 悪天候の場合は本部の判断により試合の中断・短縮や時間変更・試合方法の変更・
中止等をすることがある。その後については（一財）岐阜県サッカー協会4種委員会
にて決定する。JFAの指針・通達事項を参照のこと。

（3） 観戦・応援・掲示物
観戦・応援・掲示物の場所は施設やスポンサーの関係で場所指定があり会場ごとで異なる。
必ず、本部に確認の上行うこと。
応援は楽器等、音を出す物は禁止とし、対戦相手等とトラブルの無きようマナーを守ること。

（4） その他については監督会議において確認すること。（地区・会場により変更あり）


